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(57)【要約】
【課題】外部マニホールド方式の燃料電池スタックにお 
いて、集電板と絶縁板との間の微小な隙間を通じて上記 
ガスや冷却水が互いの流路に進入する虞を抑制する。
【解決手段】燃料電池スタック１において、第１マニホ 
ールド５０は、第１内部空間５１の第１ガスを、第１開 
口部５３を通じて積層体２に供給する。第１シール材８ 
１は、第１マニホールド５０と積層体２との間において 
、第１開口部５３の周囲に周状に配置されている。集電 
板２０ａは立上部２２を有し、集電板２０ａの端縁２８ 
は第１シール材８１で囲まれた領域の外側に位置する。
【選択図】図４

審査請求　未請求　請求項の数　7　　ＯＬ　（全18頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 方 向 に 積 層 さ れ た 複 数 の 単 セ ル 電 池 を 含 み 、 前 記 第 １ 方 向 の 一 側 を 向 く 第 １ 面 と 、  
前 記 第 １ 方 向 と 直 交 す る 第 ２ 方 向 の 一 側 を 向 く 第 ２ 面 と 、 前 記 第 １ 方 向 及 び 前 記 第 ２ 方 向  
と 直 交 す る 第 ３ 方 向 の 一 側 を 向 く 第 ３ 面 と 、 を 有 す る 積 層 体 と 、
　 前 記 第 １ 面 に 対 面 し て 配 置 さ れ た 集 電 板 と 、
　 前 記 第 １ 方 向 に お け る 前 記 集 電 板 の 一 側 に 配 置 さ れ た 絶 縁 板 と 、
　 第 １ ガ ス を 収 容 す る た め の 第 １ 内 部 空 間 を 有 す る 第 １ マ ニ ホ ー ル ド で あ っ て 、 前 記 第 ２  
面 に 前 記 第 １ 内 部 空 間 が 第 １ 開 口 部 を 通 じ て 開 口 し 、 前 記 第 １ 内 部 空 間 の 前 記 第 １ ガ ス を  
前 記 第 １ 開 口 部 を 通 じ て 前 記 積 層 体 に 供 給 す る 、 ま た は 、 前 記 積 層 体 か ら 排 出 さ れ た 前 記  
第 １ ガ ス を 前 記 第 １ 開 口 部 を 通 じ て 前 記 第 １ 内 部 空 間 に 収 容 す る 第 １ マ ニ ホ ー ル ド と 、
　 前 記 第 １ マ ニ ホ ー ル ド と 前 記 積 層 体 と の 間 に 、 前 記 第 ２ 方 向 に 見 て 前 記 第 １ 開 口 部 の 周  
囲 に 周 状 に 配 置 さ れ た 第 １ シ ー ル 材 と 、
　 前 記 第 １ ガ ス と は 異 な る 第 ２ ガ ス を 収 容 す る た め の 第 ２ 内 部 空 間 を 有 す る 第 ２ マ ニ ホ ー  
ル ド で あ っ て 、 前 記 第 ３ 面 に 前 記 第 ２ 内 部 空 間 が 第 ２ 開 口 部 を 通 じ て 開 口 し 、 前 記 第 ２ 内  
部 空 間 の 前 記 第 ２ ガ ス を 前 記 第 ２ 開 口 部 を 通 じ て 前 記 積 層 体 に 供 給 す る 、 ま た は 、 前 記 積  
層 体 か ら 排 出 さ れ た 前 記 第 ２ ガ ス を 前 記 第 ２ 開 口 部 を 通 じ て 前 記 第 ２ 内 部 空 間 に 収 容 す る  
第 ２ マ ニ ホ ー ル ド と 、
　 前 記 第 ２ マ ニ ホ ー ル ド と 前 記 積 層 体 と の 間 に 、 前 記 第 ３ 方 向 に 見 て 前 記 第 ２ 開 口 部 の 周  
囲 に 周 状 に 配 置 さ れ た 第 ２ シ ー ル 材 と 、
を 備 え 、
　 前 記 集 電 板 は 、 前 記 積 層 体 に 対 面 す る 本 体 部 と 、 前 記 本 体 部 の 縁 部 か ら 前 記 第 １ 方 向 の  
一 側 に 立 ち 上 が る 立 上 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 集 電 板 の 端 縁 は 、 前 記 第 ２ 方 向 に 見 て 前 記 第 １ シ ー ル 材 で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位  
置 し 、 且 つ 、 前 記 第 ３ 方 向 に 見 て 、 前 記 第 ２ シ ー ル 材 で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 、  
燃 料 電 池 ス タ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 冷 却 水 を 収 容 す る た め の 第 ３ 内 部 空 間 を 有 す る 第 ３ マ ニ ホ ー ル ド で あ っ て 、 前 記 第 ２ 面  
に 前 記 第 ３ 内 部 空 間 が 第 ３ 開 口 部 を 通 じ て 開 口 し 、 前 記 第 ３ 内 部 空 間 の 前 記 冷 却 水 を 前 記  
第 ３ 開 口 部 を 通 じ て 前 記 積 層 体 に 供 給 す る 、 ま た は 、 前 記 積 層 体 か ら 排 出 さ れ た 前 記 冷 却  
水 を 前 記 第 ３ 開 口 部 を 通 じ て 前 記 第 ３ 内 部 空 間 に 収 容 す る 第 ３ マ ニ ホ ー ル ド と 、
　 前 記 第 ３ マ ニ ホ ー ル ド と 前 記 積 層 体 と の 間 に 、 前 記 第 ２ 方 向 に 見 て 前 記 第 ３ 開 口 部 の 周  
囲 に 周 状 に 配 置 さ れ た 第 ３ シ ー ル 材 と 、
を さ ら に 備 え 、
　 前 記 集 電 板 の 端 縁 は 、 前 記 第 ２ 方 向 に 見 て 、 前 記 第 ３ シ ー ル 材 で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に  
位 置 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 絶 縁 板 は 、 前 記 集 電 板 の 形 状 と 相 補 的 な 形 状 を 有 し 、 前 記 本 体 部 及 び 前 記 立 上 部 に  
前 記 第 １ 方 向 の 一 側 か ら 当 接 し 、 且 つ 、 前 記 立 上 部 に 前 記 第 ２ 方 向 の 他 側 及 び 前 記 第 ３ 方  
向 の 他 側 か ら 当 接 す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 立 上 部 は 、 周 状 に 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 絶 縁 板 は 、 前 記 立 上 部 と 前 記 本 体 部 と に よ っ て 形 成 さ れ た 凹 部 に 受 容 さ れ る 凸 部 を  
有 し て い る 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ 方 向 に 見 て 少 な く と も 前 記 第 １ シ ー ル 材 で 囲 ま れ た 領 域 内 及 び 前 記 第 ３ 方 向 に  
見 て 少 な く と も 前 記 第 ２ シ ー ル 材 で 囲 ま れ た 領 域 内 に 、 前 記 本 体 部 の 縁 部 と 前 記 積 層 体 の  
第 １ 面 の 縁 部 と の 間 を 封 止 す る 第 ４ シ ー ル 材 を さ ら に 備 え た 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か  
一 項 に 記 載 の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 。
【 請 求 項 ６ 】
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　 前 記 第 ２ 方 向 に 見 て 少 な く と も 前 記 第 １ シ ー ル 材 で 囲 ま れ た 領 域 内 及 び 第 ３ シ ー ル 材 で  
囲 ま れ た 領 域 内 、 並 び に 、 前 記 第 ３ 方 向 に 見 て 少 な く と も 前 記 第 ２ シ ー ル 材 で 囲 ま れ た 領  
域 内 に 、 前 記 本 体 部 の 縁 部 と 前 記 積 層 体 の 第 １ 面 の 縁 部 と の 間 を 封 止 す る 第 ４ シ ー ル 材 を  
さ ら に 備 え た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 立 上 部 に 前 記 積 層 体 で 発 電 さ れ た 電 流 を 取 り 出 す た め の 電 力 線 が 接 続 さ れ る 突 起 が  
形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 は 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 燃 料 電 池 ス タ ッ ク は 、 複 数 の 単 セ ル 電 池 を 積 層 し た 積 層 体 を 備 え て い る 。 積 層 体 に は 、  
燃 料 ガ ス 、 酸 化 剤 ガ ス 及 び 冷 却 水 の 流 路 が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 燃 料 電 池 ス タ ッ ク は  
、 積 層 体 に 導 入 さ れ た 燃 料 ガ ス 及 び 酸 化 剤 ガ ス の 電 気 化 学 反 応 に よ り 発 電 す る 。 積 層 体 に  
は 、 発 熱 し た 積 層 体 を 冷 却 す る た め の 冷 却 水 も 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 積 層 体 に 燃 料 ガ ス 、 酸 化 剤 ガ ス 及 び 冷 却 水 を 導 入 ・ 回 収 す る 方 式 と し て 、 外 部 マ ニ ホ ー  
ル ド 方 式 と 内 部 マ ニ ホ ー ル ド 方 式 が あ る 。 外 部 マ ニ ホ ー ル ド 方 式 で は 、 マ ニ ホ ー ル ド は 単  
セ ル 電 池 と は 別 に 設 け ら れ る た め 、 単 セ ル 電 池 を コ ン パ ク ト に す る こ と が で き る 。 ま た 、  
外 部 マ ニ ホ ー ル ド 方 式 で は 、 マ ニ ホ ー ル ド を 形 成 す る 材 料 と し て 絶 縁 性 を 有 し た 安 価 な プ  
ラ ス チ ッ ク 等 を 採 用 可 能 で あ る 。 こ の た め 、 外 部 マ ニ ホ ー ル ド 方 式 で は 、 燃 料 電 池 ス タ ッ  
ク の 製 造 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に 示 す よ う に 、 外 部 マ ニ ホ ー ル ド 方 式 で は 、 マ ニ ホ ー ル ド は 積 層 さ れ た 複 数  
の 単 セ ル 電 池 の 端 面 に 対 面 し て 配 置 さ れ る 。 マ ニ ホ ー ル ド は 上 記 ガ ス ま た は 冷 却 水 を 収 容  
す る 内 部 空 間 を 有 す る 。 内 部 空 間 は 、 開 口 部 を 通 じ て 上 記 複 数 の 単 セ ル 電 池 の 端 面 に 開 放  
さ れ て い る 。 マ ニ ホ ー ル ド と 積 層 体 と の 間 か ら 上 記 ガ ス や 冷 却 水 が 外 部 に 漏 れ 出 る こ と を  
抑 制 す る た め 、 マ ニ ホ ー ル ド の 開 口 部 の 周 囲 に は 、 シ ー ル 材 が 配 置 さ れ て い る 。 マ ニ ホ ー  
ル ド と 積 層 体 と の 間 か ら 上 記 ガ ス や 冷 却 水 が 外 部 に 漏 れ 出 る こ と 効 果 的 に 防 止 す る た め 、  
シ ー ル 材 の 一 部 を 比 較 的 厚 み の あ る 絶 縁 板 に 密 着 さ せ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ２ － １ ５ ０ ９ ６ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 シ ー ル 材 の 一 部 が 絶 縁 板 に 密 着 す る よ う に 配 置 さ れ る 場 合 、 集 電 板 と 絶  
縁 板 と が 対 面 す る 位 置 は 、 シ ー ル 材 で 囲 ま れ た 領 域 の 内 側 に 位 置 す る こ と と な る 。 こ の 場  
合 、 集 電 板 と 絶 縁 板 と の 間 の 微 小 な 隙 間 を 通 じ て 上 記 ガ ス や 冷 却 水 が 互 い の 流 路 に 進 入 す  
る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 点 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ り 、 外 部 マ ニ ホ ー ル ド 方 式 の 燃 料  
電 池 ス タ ッ ク に お い て 、 集 電 板 と 絶 縁 板 と の 間 の 微 小 な 隙 間 を 通 じ て 上 記 ガ ス や 冷 却 水 が  
互 い の 流 路 に 進 入 す る 虞 を 抑 制 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 燃 料 電 池 ス タ ッ ク は 、
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　 第 １ 方 向 に 積 層 さ れ た 複 数 の 単 セ ル 電 池 を 含 み 、 前 記 第 １ 方 向 の 一 側 を 向 く 第 １ 面 と 、  
前 記 第 １ 方 向 と 直 交 す る 第 ２ 方 向 の 一 側 を 向 く 第 ２ 面 と 、 前 記 第 １ 方 向 及 び 前 記 第 ２ 方 向  
と 直 交 す る 第 ３ 方 向 の 一 側 を 向 く 第 ３ 面 と 、 を 有 す る 積 層 体 と 、
　 前 記 第 １ 面 に 対 面 し て 配 置 さ れ た 集 電 板 と 、
　 前 記 第 １ 方 向 に お け る 前 記 集 電 板 の 一 側 に 配 置 さ れ た 絶 縁 板 と 、
　 第 １ ガ ス を 収 容 す る た め の 第 １ 内 部 空 間 を 有 す る 第 １ マ ニ ホ ー ル ド で あ っ て 、 前 記 第 ２  
面 に 前 記 第 １ 内 部 空 間 が 第 １ 開 口 部 を 通 じ て 開 口 し 、 前 記 第 １ 内 部 空 間 の 前 記 第 １ ガ ス を  
前 記 第 １ 開 口 部 を 通 じ て 前 記 積 層 体 に 供 給 す る 、 ま た は 、 前 記 積 層 体 か ら 排 出 さ れ た 前 記  
第 １ ガ ス を 前 記 第 １ 開 口 部 を 通 じ て 前 記 第 １ 内 部 空 間 に 収 容 す る 第 １ マ ニ ホ ー ル ド と 、
　 前 記 第 １ マ ニ ホ ー ル ド と 前 記 積 層 体 と の 間 に 、 前 記 第 ２ 方 向 に 見 て 前 記 第 １ 開 口 部 の 周  
囲 に 周 状 に 配 置 さ れ た 第 １ シ ー ル 材 と 、
　 前 記 第 １ ガ ス と は 異 な る 第 ２ ガ ス を 収 容 す る た め の 第 ２ 内 部 空 間 を 有 す る 第 ２ マ ニ ホ ー  
ル ド で あ っ て 、 前 記 第 ３ 面 に 前 記 第 ２ 内 部 空 間 が 第 ２ 開 口 部 を 通 じ て 開 口 し 、 前 記 第 ２ 内  
部 空 間 の 前 記 第 ２ ガ ス を 前 記 第 ２ 開 口 部 を 通 じ て 前 記 積 層 体 に 供 給 す る 、 ま た は 、 前 記 積  
層 体 か ら 排 出 さ れ た 前 記 第 ２ ガ ス を 前 記 第 ２ 開 口 部 を 通 じ て 前 記 第 ２ 内 部 空 間 に 収 容 す る  
第 ２ マ ニ ホ ー ル ド と 、
　 前 記 第 ２ マ ニ ホ ー ル ド と 前 記 積 層 体 と の 間 に 、 前 記 第 ３ 方 向 に 見 て 前 記 第 ２ 開 口 部 の 周  
囲 に 周 状 に 配 置 さ れ た 第 ２ シ ー ル 材 と 、
を 備 え 、
　 前 記 集 電 板 は 、 前 記 積 層 体 に 対 面 す る 本 体 部 と 、 前 記 本 体 部 の 縁 部 か ら 前 記 第 １ 方 向 の  
一 側 に 立 ち 上 が る 立 上 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 集 電 板 の 端 縁 は 、 前 記 第 ２ 方 向 に 見 て 前 記 第 １ シ ー ル 材 で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位  
置 し 、 且 つ 、 前 記 第 ３ 方 向 に 見 て 、 前 記 第 ２ シ ー ル 材 で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 外 部 マ ニ ホ ー ル ド 方 式 の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク に お い て 、 集 電 板 と 絶 縁 板  
と の 間 の 微 小 な 隙 間 を 通 じ て 上 記 ガ ス や 冷 却 水 が 互 い の 流 路 に 進 入 す る 虞 を 抑 制 す る こ と  
が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に よ る 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ  
る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 内 部 構 造 を 説 明 す る た め の 分 解 斜 視 図 で  
あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ に 示 す 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の マ ニ ホ ー ル ド を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 １ に 示 す 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 内 部 の 流 体 の 流 れ を 説 明 す る 概 略 横 方 向 断  
面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 １ に 示 す 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 集 電 板 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 １ に 示 す 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 絶 縁 板 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 １ に 示 す 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 積 層 体 、 集 電 板 お よ び 絶 縁 板 と シ ー ル 材  
と の 位 置 関 係 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 図 １ に 示 す 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 第 １ 方 向 に 沿 っ た 断 面 を 概 略 的 に 示 す 図  
で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 図 ７ に 対 応 す る 図 で あ っ て 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 変 形 例 を 説 明 す る た め  
の 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 図 ８ に 対 応 す る 図 で あ っ て 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 他 の 変 形 例 を 説 明  
す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 図 ５ に 対 応 す る 図 で あ っ て 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の さ ら に 他 の 変 形 例  
を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
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【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 １ 乃 至 図 ３ を 参 照  
し て 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 全 体 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ 乃 至 図 ３ に 示 す 例 で は 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ は 固 体 高 分 子 型 燃 料 電 池 ス タ ッ ク で あ  
る 。 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ は 、 複 数 の 単 セ ル 電 池 １ ０ と 、 積 層 体 の 両 側 に 配 置 さ れ た 集 電 板  
２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ 、 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ 及 び 締 付 板 ４ ０ ａ ， ４ ０ ｂ と 、 マ ニ ホ ー ル ド ５ ０  
， ５ ５ ， ６ ０ ， ６ ５ ， ７ ０ ， ７ ５ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 複 数 の 単 セ ル 電 池 １ ０ は 、 第 １ 方 向 Ｄ １ に 積 層 さ れ て 積 層 体 ２ を 構 成 す る 。 図 １ 乃 至 図  
３ に は 、 第 １ 方 向 Ｄ １ に 直 交 す る 第 ２ 方 向 Ｄ ２ と 、 第 １ 方 向 Ｄ １ 及 び 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 直 交  
す る 第 ３ 方 向 Ｄ ３ が 示 さ れ て い る 。 積 層 体 ２ は 、 全 体 と し て 直 方 体 の 形 状 で あ る 。 積 層 体  
２ は 、 第 １ 方 向 Ｄ １ の 一 側 を 向 く 第 １ 面 ２ ａ と 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ の 一 側 を 向 く 第 ２ 面 ２ ｂ と  
、 第 ３ 方 向 の 一 側 を 向 く 第 ３ 面 ２ ｃ と を 有 す る 。 ま た 、 積 層 体 ２ は 、 第 １ 方 向 Ｄ １ の 他 側  
を 向 く 第 ４ 面 ２ ｄ と 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ の 他 側 を 向 く 第 ５ 面 ２ ｅ と 、 第 ３ 方 向 の 他 側 を 向 く 第  
６ 面 ２ ｆ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 各 単 セ ル 電 池 １ ０ は 、 膜 電 極 複 合 体 （ Ｍ Ｅ Ａ ） １ １ と 、 膜 電 極 複 合 体 １ １ の 両 側 に 配 置  
さ れ た 酸 化 剤 セ パ レ ー タ １ ２ 及 び 燃 料 セ パ レ ー タ １ ３ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 膜 電 極 複 合  
体 １ １ は 、 高 分 子 電 解 質 膜 と 、 高 分 子 電 解 質 膜 の 両 側 に 配 置 さ れ た 一 対 の 電 極 （ 燃 料 極 及  
び 酸 化 剤 極 ） と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 酸 化 剤 セ パ レ ー タ １ ２ の 表 面 に は 酸 化 剤 ガ ス 流 路 １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 酸 化 剤 ガ ス 流  
路 １ ４ の 一 端 は 、 積 層 体 ２ の 第 ２ 面 ２ ｂ に 開 口 し て い る 。 酸 化 剤 ガ ス 流 路 １ ４ の 他 端 は 、  
積 層 体 の 第 ５ 面 ２ ｅ に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 燃 料 セ パ レ ー タ １ ３ の 膜 電 極 複 合 体 １ １ と 接 す る 側 の 表 面 に は 燃 料 ガ ス 流 路 １ ５ が 設 け  
ら れ て い る 。 燃 料 ガ ス 流 路 １ ５ の 一 端 は 、 積 層 体 ２ の 第 ６ 面 ２ ｆ に 開 口 し て い る 。 燃 料 ガ  
ス 流 路 １ ５ の 他 端 は 、 積 層 体 ２ の 第 ３ 面 ２ ｃ に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 酸 化 剤 セ パ レ ー タ １ ２ の も う 一 方 の 表 面 ま た は 燃 料 セ パ レ ー タ １ ３ の も う 一 方 の 表 面 に  
は 、 冷 却 水 流 路 １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 図 示 さ れ た 例 で は 、 冷 却 水 流 路 １ ６ は 、 燃 料 セ パ  
レ ー タ １ ３ の 表 面 に 設 け ら れ て い る 。 冷 却 水 流 路 １ ６ の 一 端 は 、 積 層 体 ２ の 第 ５ 面 ２ ｅ に  
開 口 し て い る 。 冷 却 水 流 路 １ ６ の 他 端 は 、 積 層 体 ２ の 第 ２ 面 ２ ｂ に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ 集 電 板 ２ ０ ａ は 、 積 層 体 ２ の 第 １ 面 ２ ａ に 対 面 し て 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ 集 電 板 ２  
０ ｂ は 、 積 層 体 ２ の 第 ４ 面 ２ ｄ に 対 面 し て 配 置 さ れ て い る 。 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ は 、 例  
え ば ス テ ン レ ス や チ タ ン 等 の 金 属 板 や 、 カ ー ボ ン 板 を 用 い て 形 成 さ れ て い る 。 積 層 体 ２ に  
よ り 発 電 さ れ た 電 力 は 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ に 接 続 し た 電 力 線 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 外  
部 に 取 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ 絶 縁 板 ３ ０ ａ は 、 第 １ 方 向 Ｄ １ に お け る 第 １ 集 電 板 ２ ０ ａ の 一 側 に 配 置 さ れ て い る  
。 第 ２ 絶 縁 板 ３ ０ ｂ は 、 第 １ 方 向 Ｄ ２ に お け る 第 ２ 集 電 板 ２ ０ ｂ の 他 側 に 配 置 さ れ て い る  
。 絶 縁 板 は 、 例 え ば エ ポ キ シ 樹 脂 、 ビ ニ ル エ ス テ ル 樹 脂 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 な ど の 耐 熱 性 樹  
脂 材 料 か ら な る 。 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ は 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ と 締 付 板 ４ ０ ａ ， ４ ０  
ｂ と を 電 気 的 に 絶 縁 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ 締 付 板 ４ ０ ａ は 、 第 １ 方 向 Ｄ １ に お け る 第 １ 絶 縁 板 ３ ０ ａ の 一 側 に 配 置 さ れ て い る  
。 第 ２ 締 付 板 ４ ０ ｂ は 、 第 １ 方 向 Ｄ １ に お け る 第 ２ 絶 縁 板 ３ ０ ｂ の 他 側 に 配 置 さ れ て い る  
。 各 締 付 板 ４ ０ ａ ， ４ ０ ｂ の 四 隅 に は 、 突 起 ４ １ が 設 け ら れ て い る 。 突 起 ４ １ に 設 け ら れ  
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た 孔 に 通 さ れ た 締 付 ス タ ッ ド ３ に よ り 、 締 付 板 ４ ０ ａ ， ４ ０ ｂ が 締 め 付 け ら れ 、 締 付 板 ４  
０ ａ ， ４ ０ ｂ の 間 に あ る 積 層 体 ２ が 締 め 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 各 締 付 板 ４ ０ ａ ， ４ ０ ｂ の 中 央 に は 開 口 部 ４ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 上 記 電 力 線 は 、 開 口  
部 ４ ３ を 通 じ て 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 各 締 付 板 ４ ０ ａ ， ４ ０ ｂ に は  
、 マ ニ ホ ー ル ド 固 定 用 の ネ ジ 孔 ４ ４ が 複 数 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 酸 化 剤 ガ ス 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ５ ０ は 、 積 層 体 ２ の 第 ２ 面 ２ ｂ に 対 面 し て 設 け ら れ て い る  
。 酸 化 剤 ガ ス 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ５ ０ は 、 酸 化 剤 ガ ス を 一 時 的 に 収 容 す る た め の 内 部 空 間 ５  
１ と 、 内 部 空 間 ５ １ に 接 続 さ れ た 酸 化 剤 ガ ス 入 口 配 管 ５ ２ と を 有 し て い る 。 内 部 空 間 ５ １  
は 、 開 口 部 ５ ３ を 通 じ て 積 層 体 ２ の 第 ２ 面 ２ ｂ に 向 け て 開 放 さ れ て い る 。 内 部 空 間 ５ １ は  
、 酸 化 剤 ガ ス 流 路 １ ４ の 一 端 に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 酸 化 剤 ガ ス 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ５ ５ は 、 積 層 体 ２ の 第 ５ 面 ２ ｅ に 対 面 し て 設 け ら れ て い る  
。 酸 化 剤 ガ ス 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ５ ５ は 、 酸 化 剤 ガ ス を 一 時 的 に 収 容 す る た め の 内 部 空 間 ５  
６ と 、 内 部 空 間 ５ ６ に 接 続 さ れ た 酸 化 剤 ガ ス 入 口 配 管 ５ ７ と を 有 し て い る 。 内 部 空 間 ５ ６  
は 、 開 口 部 ５ ８ を 通 じ て 積 層 体 ２ の 第 ５ 面 ２ ｅ に 向 け て 開 放 さ れ て い る 。 内 部 空 間 ５ ６ は  
、 酸 化 剤 ガ ス 流 路 １ ４ の 他 端 に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 燃 料 ガ ス 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ６ ０ は 、 積 層 体 ２ の 第 ６ 面 ２ ｆ に 対 面 し て 設 け ら れ て い る 。  
燃 料 ガ ス 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ６ ０ は 、 燃 料 ガ ス を 一 時 的 に 収 容 す る た め の 内 部 空 間 ６ １ と 、  
内 部 空 間 ６ １ に 接 続 さ れ た 燃 料 ガ ス 入 口 配 管 ６ ２ と を 有 し て い る 。 内 部 空 間 ６ １ は 、 開 口  
部 ６ ３ を 通 じ て 積 層 体 ２ の 第 ６ 面 ２ ｆ に 向 け て 開 放 さ れ て い る 。 内 部 空 間 ６ １ は 、 燃 料 ガ  
ス 流 路 １ ５ の 一 端 に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 燃 料 ガ ス 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ６ ５ は 、 積 層 体 ２ の 第 ３ 面 ２ ｃ に 対 面 し て 設 け ら れ て い る 。  
燃 料 ガ ス 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ６ ５ は 、 燃 料 ガ ス を 一 時 的 に 収 容 す る た め の 内 部 空 間 ６ ６ と 、  
内 部 空 間 ６ ６ に 接 続 さ れ た 燃 料 ガ ス 出 口 配 管 ６ ７ と を 有 し て い る 。 内 部 空 間 ６ ６ は 、 開 口  
部 ６ ８ を 通 じ て 積 層 体 ２ の 第 ３ 面 ２ ｃ に 向 け て 開 放 さ れ て い る 。 内 部 空 間 ６ ６ は 、 燃 料 ガ  
ス 流 路 １ ５ の 他 端 に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 冷 却 水 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ７ ０ は 、 積 層 体 ２ の 第 ５ 面 ２ ｅ に 対 面 し て 設 け ら れ て い る 。 冷  
却 水 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ７ ０ は 、 冷 却 水 を 一 時 的 に 収 容 す る た め の 内 部 空 間 ７ １ と 、 内 部 空  
間 ７ １ に 接 続 さ れ た 冷 却 水 入 口 配 管 ７ ２ と を 有 し て い る 。 内 部 空 間 ７ １ は 、 開 口 部 ７ ３ を  
通 じ て 積 層 体 ２ の 第 ５ 面 ２ ｅ に 向 け て 開 放 さ れ て い る 。 内 部 空 間 ７ １ は 、 冷 却 水 流 路 １ ６  
の 一 端 に 連 通 し て い る 。 図 示 さ れ た 例 で は 、 冷 却 水 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ７ ０ は 、 酸 化 剤 ガ ス  
出 口 マ ニ ホ ー ル ド ５ ５ と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 冷 却 水 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ７ ５ は 、 積 層 体 ２ の 第 ２ 面 ２ ｂ に 対 面 し て 設 け ら れ て い る 。 冷  
却 水 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ７ ５ は 、 冷 却 水 を 一 時 的 に 収 容 す る た め の 内 部 空 間 ７ ６ と 、 内 部 空  
間 ７ ６ に 接 続 さ れ た 冷 却 水 入 口 配 管 ７ ７ と を 有 し て い る 。 内 部 空 間 ７ ６ は 、 開 口 部 ７ ８ を  
通 じ て 積 層 体 ２ の 第 ２ 面 ２ ｂ に 向 け て 開 放 さ れ て い る 。 内 部 空 間 ７ ６ は 、 冷 却 水 流 路 １ ６  
の 他 端 に 連 通 し て い る 。 図 示 さ れ た 例 で は 、 冷 却 水 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ７ ５ は 、 酸 化 剤 ガ ス  
入 口 マ ニ ホ ー ル ド ５ ０ と 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ に 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ に お け る 燃 料 ガ ス 、 酸 化 剤 ガ ス 及 び 冷 却 水 の 流 れ を 、 そ れ  
ぞ れ 破 線 矢 印 、 一 点 鎖 線 矢 印 及 び 実 線 矢 印 で 示 す 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 燃 料 ガ ス は 、 燃 料  
ガ ス 入 口 配 管 ６ ２ を 通 じ て 燃 料 ガ ス 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ６ ０ の 内 部 空 間 ６ １ に 収 容 さ れ 、 開  
口 部 ６ ３ を 通 じ て 積 層 体 ２ に 供 給 さ れ る 。 積 層 体 ２ に 供 給 さ れ た 燃 料 ガ ス は 、 各 単 セ ル 電  
池 １ ０ の 燃 料 ガ ス 流 路 １ ５ に 導 入 さ れ る 。 酸 化 剤 ガ ス は 、 酸 化 剤 ガ ス 入 口 配 管 ５ ２ を 通 じ  
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て 酸 化 剤 ガ ス 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ５ ０ の 内 部 空 間 ５ １ に 収 容 さ れ 、 開 口 部 ５ ３ を 通 じ て 積 層  
体 ２ に 供 給 さ れ る 。 積 層 体 ２ に 供 給 さ れ た 酸 化 剤 ガ ス は 、 各 単 セ ル 電 池 １ ０ の 酸 化 剤 ガ ス  
流 路 １ ４ に 導 入 さ れ る 。 そ し て 、 燃 料 ガ ス 中 の 水 素 と 空 気 中 の 酸 素 が 単 セ ル 電 池 １ ０ で 反  
応 し 、 電 気 と 水 が 生 成 さ れ る 。 燃 料 ガ ス 流 路 １ ５ か ら 排 出 さ れ た 燃 料 ガ ス は 、 燃 料 ガ ス 出  
口 マ ニ ホ ー ル ド ６ ５ の 開 口 部 ６ ８ を 通 じ て 内 部 空 間 ６ ６ に 収 容 さ れ 、 燃 料 ガ ス 出 口 配 管 ６  
７ を 通 じ て 排 出 さ れ る 。 酸 化 剤 ガ ス 流 路 １ ４ か ら 排 出 さ れ た 酸 化 剤 ガ ス は 、 酸 化 剤 ガ ス 出  
口 マ ニ ホ ー ル ド ５ ５ の 開 口 部 ５ ８ を 通 じ て 内 部 空 間 ５ ６ に 収 容 さ れ 、 酸 化 剤 ガ ス 出 口 配 管  
５ ７ を 通 じ て 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 冷 却 水 は 、 冷 却 水 入 口 配 管 ７ ２ を 通 じ て 冷 却 水 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ７ ０ の 内 部 空 間 ７ １ に  
収 容 さ れ 、 開 口 部 ７ ３ を 通 じ て 積 層 体 ２ に 供 給 さ れ る 。 積 層 体 ２ に 供 給 さ れ た 冷 却 水 は 、  
各 単 セ ル 電 池 １ ０ の 冷 却 水 流 路 １ ６ に 導 入 さ れ 、 単 セ ル 電 池 １ ０ を 冷 却 す る た め に 使 用 さ  
れ る 。 冷 却 水 流 路 １ ６ か ら 排 出 さ れ た 冷 却 水 は 、 冷 却 水 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ７ ５ の 開 口 部 ７  
８ を 通 じ て 内 部 空 間 ７ ６ に 収 容 さ れ 、 冷 却 水 出 口 配 管 ７ ７ を 通 じ て 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 マ ニ ホ ー ル ド ５ ０ ， ５ ５ ， ６ ０ ， ６ ５ ， ７ ０ ， ７ ５ の 内 部 空 間 ５ １ ， ５ ６ ， ６ １ ， ６ ５  
， ７ １ ， ７ ６ 内 の 上 記 ガ ス や 冷 却 水 が 、 マ ニ ホ ー ル ド ５ ０ ， ５ ５ ， ６ ０ ， ６ ５ ， ７ ０ ， ７  
５ と 積 層 体 ２ と の 間 か ら 漏 れ 出 る こ と を 防 止 す る た め 、 各 マ ニ ホ ー ル ド ５ ０ ， ５ ５ ， ６ ０  
， ６ ５ ， ７ ０ ， ７ ５ と 積 層 体 ２ と の 間 に は 、 シ ー ル 材 ８ １ ， ８ ２ ， ８ ３ ， ８ ４ ， ８ ５ ， ８  
６ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 酸 化 剤 ガ ス 入 口 側 シ ー ル 材 ８ １ は 、 酸 化 剤 ガ ス 入  
口 マ ニ ホ ー ル ド ５ ０ と 積 層 体 ２ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 酸 化 剤 ガ ス 入 口 側 シ ー ル 材 ８ １  
は 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 酸 化 剤 ガ ス 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ５ ０ の 開 口 部 ５ ３ の 周 囲 に 周 状 に  
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 酸 化 剤 ガ ス 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ２ は 、 酸 化 剤 ガ ス 出  
口 マ ニ ホ ー ル ド ５ ５ と 積 層 体 ２ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 酸 化 剤 ガ ス 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ２  
は 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 酸 化 剤 ガ ス 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ５ ５ の 開 口 部 ５ ８ の 周 囲 に 周 状 に  
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 燃 料 ガ ス 入 口 側 シ ー ル 材 ８ ３ は 、 燃 料 ガ ス 入 口 マ  
ニ ホ ー ル ド ６ ０ と 積 層 体 ２ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 燃 料 ガ ス 入 口 側 シ ー ル 材 ８ ３ は 、 第  
３ 方 向 Ｄ ３ に 見 て 、 燃 料 ガ ス 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ６ ０ の 開 口 部 ６ ３ の 周 囲 に 周 状 に 配 置 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 燃 料 ガ ス 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ４ は 、 燃 料 ガ ス 出 口 マ  
ニ ホ ー ル ド ６ ５ と 積 層 体 ２ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 燃 料 ガ ス 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ４ は 、 第  
３ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 燃 料 ガ ス 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ６ ５ の 開 口 部 ６ ８ の 周 囲 に 周 状 に 配 置 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 冷 却 水 入 口 側 シ ー ル 材 ８ ５ は 、 冷 却 水 入 口 マ ニ ホ  
ー ル ド ７ ０ と 積 層 体 ２ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 冷 却 水 入 口 側 シ ー ル 材 ８ ５ は 、 第 ２ 方 向  
Ｄ ２ に 見 て 、 冷 却 水 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ７ ０ の 開 口 部 ７ ３ の 周 囲 に 周 状 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 冷 却 水 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ６ は 、 冷 却 水 出 口 マ ニ ホ  
ー ル ド ７ ５ と 積 層 体 ２ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 冷 却 水 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ６ は 、 第 ２ 方 向  
Ｄ ２ に 見 て 、 冷 却 水 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ７ ５ の 開 口 部 ７ ８ の 周 囲 に 周 状 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 示 さ れ た 例 で は 、 酸 化 剤 ガ ス 入 口 側 シ ー ル 材 ８ １ 及 び 冷 却 水 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ６ の 互  
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い に 隣 り 合 う 部 分 は 、 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 酸 化 剤 ガ ス 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ２ 及 び  
冷 却 水 入 口 側 シ ー ル 材 ８ ５ の 互 い に 隣 り 合 う 部 分 は 、 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 各 シ ー ル 材 ８ １ ， ８ ２ ， ８ ３ ， ８ ４ ， ８ ５ ， ８ ６ は 、 第 １ 方 向 Ｄ １ に 延 び る 部 分 を 有 す  
る 。 シ ー ル 材 ８ １ ， ８ ２ ， ８ ５ ， ８ ６ は 、 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 延 び る 部 分 を 有 す る 。 シ ー ル 材  
８ １ ， ８ ２ ， ８ ５ ， ８ ６ の 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 延 び る 部 分 は 、 シ ー ル 材 ８ １ ， ８ ２ ， ８ ５ ， ８  
６ の 第 １ 方 向 Ｄ １ に 延 び る 部 分 の 両 端 部 の 間 を 延 び て い る 。 シ ー ル 材 ８ ３ ， ８ ４ は 、 第 ２  
方 向 に 延 び る 部 分 を 有 す る 。 シ ー ル 材 ８ ３ ， ８ ４ の 第 ２ 方 向 に 延 び る 部 分 は 、 シ ー ル 材 ８  
３ ， ８ ４ の 第 １ 方 向 Ｄ １ に 延 び る 部 分 の 両 端 部 の 間 を 延 び て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 と こ ろ で 、 従 来 、 外 部 マ ニ ホ ー ル ド 方 式 の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク で は 、 マ ニ ホ ー ル ド と 積 層  
体 と の 間 か ら 上 記 ガ ス や 冷 却 水 が 外 部 に 漏 れ 出 る こ と 効 果 的 に 防 止 す る た め 、 シ ー ル 材 の  
第 ２ 方 向 に 延 び る 部 分 お よ び 第 ３ 方 向 に 延 び る 部 分 を 、 比 較 的 厚 み の あ る 絶 縁 板 に 密 着 さ  
せ て い た 。 し か し な が ら こ の 場 合 、 集 電 板 の 縁 部 と 絶 縁 板 の 縁 部 と が 対 面 す る 位 置 が シ ー  
ル 材 で 囲 ま れ た 領 域 の 内 側 に 位 置 す る こ と と な り 、 集 電 板 と 絶 縁 板 と の 間 の 微 小 な 隙 間 を  
通 じ て 上 記 ガ ス や 冷 却 水 が 互 い の 流 路 に 進 入 す る 虞 が あ る 。 と り わ け 冷 却 水 が 燃 料 ガ ス ま  
た は 酸 化 剤 ガ ス の 流 路 に 流 入 し た り 、 燃 料 ガ ス ま た は 酸 化 剤 ガ ス が 冷 却 水 の 流 路 に 流 入 し  
た り す る と 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 安 全 性 を 損 な う 虞 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う な 点 を 踏 ま え 、 本 実 施 の 形 態 の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク は 、 集 電 板 と 絶 縁 板 と の 間 の  
微 小 な 隙 間 を 通 じ て 上 記 ガ ス や 冷 却 水 が 互 い の 流 路 に 進 入 す る 虞 を 抑 制 す る た め の 工 夫 が  
な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 具 体 的 に は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 各 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ は 、 積 層 体 ２ に 対 面 す る 本 体  
部 ２ １ と 、 本 体 部 ２ １ の 縁 部 か ら 立 ち 上 が る 立 上 部 ２ ２ と を 有 し て い る 。 図 ２ 、 図 ７ 及 び  
図 ８ に 示 す よ う に 、 第 １ 集 電 板 ２ ０ ａ の 立 上 部 ２ ２ は 、 第 １ 方 向 Ｄ １ の 一 方 の 側 に 立 ち 上  
が っ て い る 。 ま た 、 第 ２ 集 電 板 ２ ０ ｂ は 、 第 １ 方 向 Ｄ ２ の 他 方 の 側 に 立 ち 上 が っ て い る 。  
図 示 さ れ た 例 で は 、 立 上 部 ２ ２ は 、 周 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 立 上 部 ２ ２ は 、 本 体 部 ２ １ の 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 沿 っ て 延 び る 縁 部 か ら  
立 ち 上 が る 第 ２ 面 側 部 分 ２ ３ 及 び 第 ５ 面 側 部 分 ２ ４ と 、 本 体 部 ２ １ の 第 ２ 方 向 に 沿 っ て 延  
び る 縁 部 か ら 立 ち 上 が る 第 ３ 面 側 部 分 ２ ５ 及 び 第 ６ 面 側 部 分 ２ ６ と 、 を 有 す る 。 第 ２ 面 側  
部 分 ２ ３ 、 第 ５ 面 側 部 分 ２ ４ 、 第 ３ 面 側 部 分 ２ ５ 及 び 第 ６ 面 側 部 分 ２ ６ は 、 そ れ ぞ れ 、 積  
層 体 ２ の 第 ２ 面 ２ ｂ 、 第 ５ 面 ２ ｅ 、 第 ３ 面 ２ ｃ 及 び 第 ６ 面 ２ ｆ と 同 一 面 上 に 配 置 さ れ る 。  
集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ に は 、 本 体 部 ２ １ と 立 上 部 ２ ２ と に よ っ て 凹 部 ２ ７ が 形 成 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ は 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 形 状 と 相  
補 的 な 形 状 を 有 す る 。 図 示 さ れ た 例 で は 、 各 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ は 、 基 部 ３ １ と 、 基 部  
３ １ か ら 突 出 す る 凸 部 ３ ２ を 有 す る 。 第 １ 絶 縁 板 ３ ０ ａ の 凸 部 ３ ２ は 、 基 部 ３ １ か ら 第 １  
方 向 Ｄ １ の 他 側 に 突 出 し 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 第 １ 集 電 板 ２ ０ ａ の 凹 部 ２ ７ に 受 容 さ れ る  
。 ま た 、 第 ２ 絶 縁 板 ３ ０ ｂ の 凸 部 ３ ２ は 、 基 部 ３ １ か ら 第 １ 方 向 Ｄ １ の 一 側 に 突 出 し 、 図  
８ に 示 す よ う に 、 第 ２ 集 電 板 ２ ０ ｂ の 凹 部 ２ ７ に 受 容 さ れ る 。 第 １ 絶 縁 板 ３ ０ ａ の 基 部 ３  
１ は 、 第 １ 集 電 板 ２ ０ ａ の 立 上 部 ２ ２ に 第 １ 方 向 Ｄ １ の 一 側 か ら 当 接 す る 。 第 １ 絶 縁 板 ３  
０ ａ の 凸 部 ３ ２ は 、 第 １ 集 電 板 ２ ０ ａ の 本 体 部 ２ １ に 第 １ 方 向 Ｄ １ の 一 側 か ら 当 接 す る 。  
ま た 、 第 １ 絶 縁 板 ３ ０ ａ の 凸 部 ３ ２ は 、 第 １ 集 電 板 ２ ０ ａ の 立 上 部 ２ ２ の 各 部 分 ２ ３ ， ２  
４ ， ２ ５ ， ２ ６ に 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ の 他 側 及 び 一 側 並 び に 第 ３ 方 向 Ｄ ３ の 他 側 及 び 一 側 か ら  
当 接 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 さ ら に 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 酸 化 剤 ガ ス 入 口 側 シ ー ル 材 ８ １ の 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 延 び る 部  
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分 は 、 対 応 す る 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 立 上 部 ２ ２ の 第 ２ 面 側 部 分 ２ ３ に 密 着 し て い る 。  
そ し て 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ は 、 酸 化 剤 ガ ス 入 口 側 シ  
ー ル 材 ８ １ で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。 言 い 換 え る と 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁  
部 ２ ８ と 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ の 縁 部 ３ ３ と が 対 面 す る 位 置 が 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 酸  
化 剤 ガ ス 入 口 側 シ ー ル 材 ８ １ で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。 こ の 結 果 、 集 電 板 ２ ０ ａ  
， ２ ０ ｂ と 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ と の 間 を 通 じ て 酸 化 剤 ガ ス 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ５ ０ に 収 容  
さ れ た 酸 化 剤 ガ ス が 燃 料 ガ ス や 冷 却 水 の 流 路 に 進 入 す る 、 と い う こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 同 様 に 、 酸 化 剤 ガ ス 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ２ の 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 延 び る 部 分 は 、 対 応 す る 集 電  
板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 立 上 部 ２ ２ の 第 ５ 面 側 部 分 ２ ４ に 密 着 し て い る 。 そ し て 、 第 ２ 方 向 Ｄ  
２ に 見 て 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ は 、 酸 化 剤 ガ ス 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ２ で 囲 ま れ  
た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。 言 い 換 え る と 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ と 絶 縁 板 ３ ０  
ａ ， ３ ０ ｂ の 縁 部 ３ ３ と が 対 面 す る 位 置 が 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 酸 化 剤 ガ ス 出 口 側 シ ー  
ル 材 ８ ２ で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。 こ の 結 果 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ と 絶 縁 板 ３  
０ ａ ， ３ ０ ｂ と の 間 を 通 じ て 酸 化 剤 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ５ ５ に 収 容 さ れ た 酸 化 剤 ガ ス が 燃 料  
ガ ス や 冷 却 水 の 流 路 に 進 入 す る 、 と い う こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 燃 料 ガ ス 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ４ の 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 延 び る 部 分 は  
、 対 応 す る 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 立 上 部 ２ ２ の 第 ３ 面 側 部 分 ２ ５ に 密 着 し て い る 。 そ し  
て 、 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 見 て 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ は 、 燃 料 ガ ス 出 口 側 シ ー ル 材  
８ ４ で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。 言 い 換 え る と 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８  
と 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ の 縁 部 ３ ３ と が 対 面 す る 位 置 が 、 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 見 て 、 燃 料 ガ ス  
出 口 側 シ ー ル 材 ８ ４ で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。 こ の 結 果 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ  
と 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ と の 間 を 通 じ て 燃 料 ガ ス 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ６ ５ に 収 容 さ れ た 燃 料  
ガ ス が 酸 化 剤 ガ ス や 冷 却 水 の 流 路 に 進 入 す る 、 と い う こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 同 様 に 、 燃 料 ガ ス 入 口 側 シ ー ル 材 ８ ３ の 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 延 び る 部 分 は 、 対 応 す る 集 電 板  
２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 立 上 部 ２ ２ の 第 ６ 面 側 部 分 ２ ６ に 密 着 し て い る 。 そ し て 、 第 ３ 方 向 Ｄ ３  
に 見 て 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ は 、 燃 料 ガ ス 入 口 側 シ ー ル 材 ８ ３ で 囲 ま れ た 領  
域 の 外 側 に 位 置 す る 。 言 い 換 え る と 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ と 絶 縁 板 ３ ０ ａ ，  
３ ０ ｂ の 縁 部 ３ ３ と が 対 面 す る 位 置 が 、 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 見 て 、 燃 料 ガ ス 入 口 側 シ ー ル 材 ８  
３ で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。 こ の 結 果 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ と 絶 縁 板 ３ ０ ａ ，  
３ ０ ｂ と の 間 を 通 じ て 燃 料 ガ ス 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ６ ０ に 収 容 さ れ た 燃 料 ガ ス が 酸 化 剤 ガ ス  
や 冷 却 水 の 流 路 に 進 入 す る 、 と い う こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 冷 却 水 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ６ の 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 延 び る 部 分 は 、  
対 応 す る 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 立 上 部 ２ ２ の 第 ２ 面 側 部 分 ２ ３ に 密 着 し て い る 。 そ し て  
、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ は 、 冷 却 水 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ６  
で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。 言 い 換 え る と 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ と 絶  
縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ の 縁 部 ３ ３ と が 対 面 す る 位 置 が 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 冷 却 水 出 口 側  
シ ー ル 材 ８ ６ で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。 こ の 結 果 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ と 絶 縁  
板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ と の 間 を 通 じ て 冷 却 水 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ７ ５ に 収 容 さ れ た 冷 却 水 が 酸 化  
剤 ガ ス や 燃 料 ガ ス の 流 路 に 進 入 す る 、 と い う こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 同 様 に 、 冷 却 水 入 口 側 シ ー ル 材 ８ ５ の 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 延 び る 部 分 は 、 対 応 す る 集 電 板 ２  
０ ａ ， ２ ０ ｂ の 立 上 部 ２ ２ の 第 ５ 面 側 部 分 ２ ４ に 密 着 し て い る 。 そ し て 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に  
見 て 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ は 、 冷 却 水 入 口 側 シ ー ル 材 ８ ５ で 囲 ま れ た 領 域 の  
外 側 に 位 置 す る 。 言 い 換 え る と 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ と 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０  
ｂ の 縁 部 ２ ２ と が 対 面 す る 位 置 が 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 冷 却 水 入 口 側 シ ー ル 材 ８ ５ で 囲  
ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。 こ の 結 果 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ と 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ  
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と の 間 を 通 じ て 冷 却 水 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ７ ０ に 収 容 さ れ た 冷 却 水 が 酸 化 剤 ガ ス や 燃 料 ガ ス  
の 流 路 に 進 入 す る 、 と い う こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 集 電 板 に 立 上 部 を 設 け る 代 わ り に 、 集 電 板 の 厚 み を 大 き く す る こ と も 考 え ら れ る  
。 し か し な が ら 、 上 述 し た よ う な 材 料 で 形 成 さ れ る 集 電 板 の 厚 み を 大 き く す る と 、 集 電 板  
の 重 量 や 製 造 コ ス ト （ し た が っ て 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 重 量 や 製 造 コ ス ト ） が 著 し く 増 大 す  
る 。 こ の 点 、 集 電 板 に 立 上 部 を 設 け る 方 法 に よ れ ば 、 集 電 板 の 厚 み を 大 き く す る 方 法 と 比  
較 し て 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 重 量 や 製 造 コ ス ト の 増 大 を 効 果 的 に 抑 制 し つ つ 、 上 記 ガ ス や  
冷 却 水 が 互 い の 流 路 に 進 入 す る 虞 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 集 電 板 に 立 上 部 を 設 け る 代 わ り に 、 集 電 板 と 絶 縁 板 と の 間 に 上 記 ガ ス や 冷 却 水 の  
進 入 を 防 止 す る シ ー ル 部 材 を 配 置 す る こ と も 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 こ の 場 合 、 シ ー  
ル 部 材 を 配 置 す る た め に 、 集 電 板 及 び 絶 縁 板 を よ り 高 い 寸 法 精 度 で 加 工 す る 必 要 が あ る 。  
こ の こ と は 、 集 電 板 及 び 絶 縁 板 の 加 工 コ ス ト （ し た が っ て 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 製 造 コ ス ト  
） を 著 し く 増 大 さ せ る 。 こ の 点 、 集 電 板 に 立 上 部 を 設 け る 方 法 に よ れ ば 、 集 電 板 と 絶 縁 板  
と の 間 に シ ー ル 部 材 を 配 置 す る 方 法 と 比 較 し て 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 製 造 コ ス ト の 増 大 を  
効 果 的 に 抑 制 し つ つ 、 上 記 ガ ス や 冷 却 水 が 互 い の 流 路 に 進 入 す る 虞 を 抑 制 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 上 述 し た 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ を 作 製 す る 方 法 と し て は 、 任 意 の 方 法 を 採 用 可 能  
で あ る 。 例 え ば 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ は 、 鋳 型 等 の 成 形 型 に 溶 融 金 属 を 充 填 し 、 こ れ を  
凝 固 さ せ る こ と に よ り 作 製 さ れ て も よ い 。 ま た 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ は 、 板 状 の 部 材 を  
折 り 曲 げ る こ と に よ り 作 製 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 積 層 体 ２ に 対 す る マ ニ ホ ー ル ド ５ ０ ， ５ ５ ， ６ ０ ， ６ ５ ， ７ ０ ， ７ ５ の 配 置 は 、  
図 示 さ れ た 例 に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 積 層 体 ２ の 第 ２ 面 ２ ｂ に 酸 化 剤 ガ ス 出 口 マ ニ ホ ー ル  
ド ５ ５ 及 び 冷 却 水 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ７ ０ が 設 け ら れ 、 積 層 体 ２ の 第 ５ 面 ２ ｅ に 酸 化 剤 ガ ス  
入 口 マ ニ ホ ー ル ド ５ ０ 及 び 冷 却 水 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ７ ５ が 設 け ら れ て も よ い 。 ま た 、 積 層  
体 ２ の 第 ３ 面 ２ ｃ に 燃 料 ガ ス 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ６ ０ が 設 け ら れ 、 積 層 体 ２ の 第 ６ 面 ２ ｆ に  
燃 料 ガ ス 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ６ ５ が 設 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
＜ 変 形 例 １ ＞
　 次 に 、 図 ９ を 参 照 し て 、 上 述 の 実 施 形 態 に よ る 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 変 形 例 に つ い て 説 明  
す る 。 図 ９ に 示 す 変 形 例 １ の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ は 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 立 上 部 ２ ２  
は 周 状 に 形 成 さ れ て い な い 点 で 異 な っ て い る 。 他 の 構 成 は 、 図 １ 乃 至 図 ８ に 示 す 燃 料 電 池  
ス タ ッ ク １ と 略 同 一 で あ る 。 図 ９ に 示 す 変 形 例 １ に お い て 、 図 １ 乃 至 図 ８ に 示 す 実 施 形 態  
と 同 一 の 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 図 ９ に 示 す 例 で は 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 立 上 部 ２ ２ は 周 状 に 形 成  
さ れ て い な い 。 立 上 部 ２ ２ の 第 ２ 面 側 部 分 ２ ３ は 、 第 ６ 面 側 部 分 ２ ６ に 接 続 し て い る が 、  
第 ３ 面 側 部 分 ２ ５ に は 接 続 し て い な い 。 ま た 、 立 上 部 ２ ２ の 第 ５ 面 側 部 分 ２ ４ は 、 第 ３ 面  
側 部 分 ２ ５ に 接 続 し て い る が 、 第 ６ 面 側 部 分 ２ ６ に は 接 続 し て い な い 。 ま た 、 冷 却 水 出 口  
側 シ ー ル 材 ８ ６ の 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 延 び る 部 分 は 、 対 応 す る 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ に 密 着 し  
て い る 。 そ し て 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ は 、 冷 却 水 出 口  
側 シ ー ル 材 ８ ６ で 囲 ま れ た 領 域 の 内 側 に 位 置 す る 。 言 い 換 え る と 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ  
の 縁 部 ２ ８ と 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ の 縁 部 ３ ３ と が 対 面 す る 位 置 が 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て  
、 冷 却 水 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ６ で 囲 ま れ た 領 域 の 内 側 に 位 置 す る 。 同 様 に 、 冷 却 水 入 口 側 シ  
ー ル 材 ８ ５ の 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 延 び る 部 分 は 、 対 応 す る 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ に 密 着 し て い  
る 。 そ し て 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ は 、 冷 却 水 入 口 側 シ  
ー ル 材 ８ ５ で 囲 ま れ た 領 域 の 内 側 に 位 置 す る 。 言 い 換 え る と 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁  
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部 ２ ８ と 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ の 縁 部 ３ ３ と が 対 面 す る 位 置 が 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 冷  
却 水 入 口 側 シ ー ル 材 ８ ５ で 囲 ま れ た 領 域 の 内 側 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ の 一 方 で 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ は 、 酸 化 剤 ガ ス 入  
口 側 シ ー ル 材 ８ １ で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。 ま た 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 集 電 板  
２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ は 、 酸 化 剤 ガ ス 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ２ で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位  
置 す る 。 ま た 、 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 見 て 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ は 、 燃 料 ガ ス 入 口  
側 シ ー ル 材 ８ ３ で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。 ま た 、 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 見 て 、 集 電 板 ２  
０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ は 、 燃 料 ガ ス 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ４ で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す  
る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ９ に 示 す 例 で は 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ と 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ と の 間 に 冷 却 水 入 口  
マ ニ ホ ー ル ド ７ ０ ま た は 冷 却 水 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ７ ５ に 収 容 さ れ た 冷 却 水 が 進 入 す る 虞 が  
あ る 。 し か し な が ら 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ と 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ と の 間 に 進 入 し た 冷  
却 水 は 、 図 ９ に 矢 印 で 示 す よ う に 、 立 上 部 ２ ２ に よ っ て 冷 却 水 出 口 マ ニ ホ ー ル ド ７ ５ ま た  
は 冷 却 水 入 口 マ ニ ホ ー ル ド ７ ０ に 向 け て 案 内 さ れ る 。 し た が っ て 、 冷 却 水 が 燃 料 ガ ス や 酸  
化 剤 ガ ス の 流 路 に 流 入 す る こ と が 防 止 さ れ て い る 。 こ の よ う な 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ に よ  
っ て も 、 上 記 ガ ス や 冷 却 水 が 互 い の 流 路 に 進 入 す る 虞 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 図 ９ に 示 す 例 で は 、 図 ７ に 示 す 例 と 同 様 に 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ と  
絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ の 縁 部 ３ ３ と が 対 面 す る 位 置 が 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 酸 化 剤 ガ ス  
入 口 側 シ ー ル 材 ８ １ で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。 ま た 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 縁  
部 ２ ８ と 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ の 縁 部 ２ ２ と が 対 面 す る 位 置 が 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 酸  
化 剤 ガ ス 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ２ で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。 ま た 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２  
０ ｂ の 縁 部 ２ ８ と 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ の 縁 部 ３ ３ と が 対 面 す る 位 置 が 、 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に  
見 て 、 燃 料 ガ ス 入 口 側 シ ー ル 材 ８ ３ で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。 ま た 、 集 電 板 ２ ０  
ａ ， ２ ０ ｂ の 縁 部 ２ ８ と 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ の 縁 部 ３ ３ と が 対 面 す る 位 置 が 、 第 ３ 方 向  
Ｄ ３ に 見 て 、 燃 料 ガ ス 出 口 側 シ ー ル 材 ８ ４ で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。 し た が っ て  
、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ と 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ と の 間 に 酸 化 剤 ガ ス 及 び 燃 料 ガ ス が 進 入  
す る 、 と い う こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 図 ９ に 示 す 例 に お い て も 、 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ は 、 対 応 す る 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２  
０ ｂ の 形 状 と 相 補 的 な 形 状 を 有 し て い る 。 そ し て 、 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 、  
対 応 す る 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 本 体 部 ２ １ に 第 １ 方 向 Ｄ １ の 一 側 及 び 他 側 か ら 当 接 す る  
。 ま た 、 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 、 対 応 す る 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 立 上 部 ２  
２ に 第 １ 方 向 Ｄ １ の 一 側 及 び 他 側 か ら 当 接 す る 。 ま た 、 絶 縁 板 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ は 、 そ れ ぞ  
れ 、 対 応 す る 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 立 上 部 ２ ２ の 各 部 分 ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ ， ２ ６ に 、 第  
２ 方 向 Ｄ ２ の 他 側 及 び 一 側 並 び に 第 ３ 方 向 Ｄ ３ の 他 側 及 び 一 側 か ら 当 接 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
＜ 変 形 例 ２ ＞
　 次 に 、 図 １ ０ を 参 照 し て 、 上 述 の 実 施 形 態 に よ る 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 変 形 例 ２ に つ い て  
説 明 す る 。 図 １ ０ に 示 す 変 形 例 ２ の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ は 、 シ ー ル 材 ９ ０ ， ９ １ を さ ら に  
備 え て い る 点 で 異 な っ て い る 。 他 の 構 成 は 、 図 １ 乃 至 図 ８ に 示 す 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ と 略  
同 一 で あ る 。 図 １ ０ に 示 す 変 形 例 ２ に お い て 、 図 １ 乃 至 図 ８ に 示 す 実 施 形 態 と 同 一 の 部 分  
に は 同 一 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 上 述 し た よ う に 、 図 １ ０ に 示 す 例 で は 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ は 、 第 １ 集 電 板 ２ ０ ａ の 本  
体 部 ２ １ の 縁 部 と 積 層 体 ２ の 第 １ 面 ２ ａ の 縁 部 と の 間 を 封 止 す る 第 １ 面 側 シ ー ル 材 ９ ０ を  
備 え て い る 。 第 １ 面 側 シ ー ル 材 ９ ０ は 、 第 １ 集 電 板 ２ ０ ａ の 本 体 部 ２ １ の 縁 部 及 び 積 層 体  
２ の 第 １ 面 ２ ａ の 縁 部 に 沿 っ て 、 周 状 に 配 置 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 第 １ 面 側 シ ー ル 材  
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９ ０ は 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て シ ー ル 材 ８ １ ， ８ ２ ， ８ ５ ， ８ ６ で 囲 ま れ た 領 域 内 に お い て  
、 第 １ 集 電 板 ２ ０ ａ の 本 体 部 ２ １ の 縁 部 と 積 層 体 ２ の 第 １ 面 ２ ａ の 縁 部 と の 間 を 封 止 し て  
い る 。 ま た 、 第 １ 面 側 シ ー ル 材 ９ ０ は 、 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 見 て シ ー ル 材 ８ ３ ， ８ ４ で 囲 ま れ  
た 領 域 内 に お い て 、 第 １ 集 電 板 ２ ０ ａ の 本 体 部 ２ １ の 縁 部 と 積 層 体 ２ の 第 １ 面 ２ ａ の 縁 部  
と の 間 を 封 止 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 図 １ ０ に 示 す 例 で は 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ は 、 第 ２ 集 電 板 ２ ０ ｂ の 本 体 部 ２ １ の  
縁 部 と 積 層 体 ２ の 第 ４ 面 ２ ｄ の 縁 部 と の 間 を 封 止 す る 第 ４ 面 側 シ ー ル 材 ９ １ を 備 え て い る  
。 第 ４ 面 側 シ ー ル 材 ９ １ は 、 第 ２ 集 電 板 ２ ０ ｂ の 本 体 部 ２ １ の 縁 部 及 び 積 層 体 ２ の 第 ４ 面  
２ ｄ の 縁 部 に 沿 っ て 、 周 状 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ４ 面 側 シ ー ル 材 ９ １ は 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に  
見 て シ ー ル 材 ８ １ ， ８ ２ ， ８ ５ ， ８ ６ で 囲 ま れ た 領 域 内 に お い て 、 第 ２ 集 電 板 ２ ０ ｂ の 本  
体 部 ２ １ の 縁 部 と 積 層 体 ２ の 第 ４ 面 ２ ｄ の 縁 部 と の 間 を 封 止 し て い る 。 ま た 、 第 ４ 面 側 シ  
ー ル 材 ９ １ は 、 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 見 て シ ー ル 材 ８ ３ ， ８ ４ で 囲 ま れ た 領 域 内 に お い て 、 第 ２  
集 電 板 ２ ０ ｂ の 本 体 部 ２ １ の 縁 部 と 積 層 体 ２ の 第 ４ 面 ２ ｄ の 縁 部 と の 間 を 封 止 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ の よ う な シ ー ル 材 ９ １ に よ っ て 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 本 体 部 ２ １ と 積 層 体 ２ の 第  
１ 面 ２ ａ 及 び 第 ４ 面 ２ ｄ と の 間 に 、 上 記 ガ ス や 冷 却 水 が 進 入 す る 虞 が 抑 制 さ れ る 。 と り わ  
け 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 本 体 部 ２ １ と 立 上 部 ２ ２ と の 接 続 部 が  
丸 み を 帯 び て い る 場 合 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 本 体 部 ２ １ の 縁 部 と 積 層 体 ２ の 第 １ 面 ２  
ａ ま た は 第 ４ 面 ２ ｄ の 縁 部 と の 間 に 、 上 記 ガ ス や 冷 却 水 が 進 入 可 能 な 隙 間 ９ ３ が 形 成 さ れ  
る 。 こ の よ う な 場 合 、 シ ー ル 材 ９ ０ ， ９ １ に よ っ て 上 記 隙 間 ９ ３ を 封 止 す る こ と に よ り 、  
本 体 部 ２ １ と 積 層 体 ２ の 第 １ 面 ２ ａ 及 び 第 ４ 面 ２ ｄ と の 間 に 上 記 ガ ス や 冷 却 水 が 進 入 す る  
虞 を 、 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ と 積 層 体 ２ と の  
間 を 通 じ て 上 記 ガ ス や 冷 却 水 が 互 い の 流 路 に 進 入 す る 、 と い う こ と が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 な お 、 シ ー ル 材 ９ ０ ， ９ １ は 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 少 な く と も シ ー ル 材 ８ １ ， ８ ２ で 囲  
ま れ た 領 域 内 に お い て 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 本 体 部 ２ １ の 縁 部 と 積 層 体 ２ の 第 １ 面 ２ ａ  
ま た は 第 ２ 面 ２ ｂ の 縁 部 と の 間 を 封 止 す る 、 と い う よ う に 設 け ら れ て い れ ば よ い 。 ま た 、  
シ ー ル 材 ９ ０ ， ９ １ は 、 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 見 て 少 な く と も シ ー ル 材 ８ ３ ， ８ ４ で 囲 ま れ た 領  
域 内 に お い て 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 本 体 部 ２ １ の 縁 部 と 積 層 体 ２ の 第 １ 面 ２ ａ ま た は 第  
２ 面 ２ ｂ の 縁 部 と の 間 を 封 止 す る 、 と い う よ う に 設 け ら れ て い れ ば よ い 。 言 い 換 え る と 、  
シ ー ル 材 ９ ０ ， ９ １ は 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ と 積 層 体 ２ と の 間 に 冷 却 水 が 進 入 す る こ と  
を 許 容 す る よ う に 設 け ら れ て も よ い 。 こ の 場 合 で あ っ て も 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ と 積 層  
体 ２ と の 間 を 通 じ て 上 記 ガ ス や 冷 却 水 が 互 い の 流 路 に 進 入 す る 、 と い う こ と が 抑 制 さ れ る  
。
【 ０ ０ ６ ５ 】
＜ 変 形 例 ３ ＞
　 次 に 、 図 １ １ を 参 照 し て 、 上 述 の 実 施 形 態 に よ る 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 変 形 例 ３ に つ い て  
説 明 す る 。 図 １ １ に 示 す 変 形 例 ３ の 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ は 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 立 上  
部 ２ ２ に 突 起 ９ ５ が 形 成 さ れ て い る 点 で 異 な っ て い る 。 他 の 構 成 は 、 図 １ 乃 至 図 ８ に 示 す  
燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ と 略 同 一 で あ る 。 図 １ １ に 示 す 変 形 例 ３ に お い て 、 図 １ 乃 至 図 ８ に 示  
す 実 施 形 態 と 同 一 の 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 上 述 し た よ う に 、 図 １ １ に 示 す 例 で は 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 立 上 部 ２ ２ に 突 起 ９ ５  
が 形 成 さ れ て い る 。 突 起 ９ ５ に は 、 積 層 体 ２ で 発 電 さ れ た 電 流 を 取 り 出 す た め の 電 力 線 が  
接 続 さ れ る 。 立 上 部 ２ ２ に 突 起 ９ ５ が 形 成 さ れ て い る 場 合 、 集 電 板 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ に 電 力  
線 を 接 続 す る こ と が 容 易 で あ る 。 ま た 、 こ の 場 合 、 締 付 板 ４ ０ ａ ， ４ ０ ｂ に 通 す た め の 開  
口 部 ４ ３ を 設 け る 必 要 が な い 。 図 示 さ れ た 例 で は 、 突 起 ９ ５ に 電 力 線 を 固 定 す る た め の 開  
口 部 ９ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 お よ び そ の 変 形 例 に よ る 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ は 、 積 層 体 ２  
と 、 集 電 板 ２ ０ ａ と 、 絶 縁 板 ３ ０ ａ と 、 第 １ マ ニ ホ ー ル ド ５ ０ ， ５ ５ と 、 第 １ シ ー ル 材 ８  
１ ， ８ ２ と 、 第 ２ マ ニ ホ ー ル ド ６ ０ ， ６ ５ と 、 第 ２ シ ー ル 材 ８ ３ ， ８ ４ と 、 を 備 え て い る  
。 積 層 体 ２ は 、 第 １ 方 向 Ｄ １ に 積 層 さ れ た 複 数 の 単 セ ル 電 池 １ ０ を 含 ん で い る 。 積 層 体 ２  
は 、 第 １ 方 向 Ｄ １ の 一 側 を 向 く 第 １ 面 ２ ａ と 、 第 １ 方 向 Ｄ １ と 直 交 す る 第 ２ 方 向 Ｄ ２ の 一  
側 を 向 く 第 ２ 面 ２ ｂ と 、 第 １ 方 向 Ｄ １ 及 び 第 ２ 方 向 Ｄ ２ と 直 交 す る 第 ３ 方 向 Ｄ ３ の 一 側 を  
向 く 第 ３ 面 ２ ｃ と 、 を 有 し て い る 。 集 電 板 ２ ０ ａ は 、 積 層 体 ２ の 第 １ 面 ２ ａ に 対 面 し て 配  
置 さ れ て い る 。 絶 縁 板 ３ ０ ａ は 、 第 １ 方 向 Ｄ １ に お け る 集 電 板 ２ ０ ａ の 一 側 に 配 置 さ れ て  
い る 。 第 １ マ ニ ホ ー ル ド ５ ０ ， ５ ５ は 、 第 １ ガ ス （ 図 示 さ れ た 例 で は 酸 化 剤 ガ ス ） を 収 容  
す る た め の 第 １ 内 部 空 間 ５ １ ， ５ ６ を 有 し て い る 。 第 １ 内 部 空 間 ５ １ ， ５ ６ は 、 第 １ 開 口  
部 ５ ３ ， ５ ８ を 通 じ て 、 積 層 体 ２ の 第 ２ 面 ２ ｂ に 開 口 し て い る 。 そ し て 、 第 １ マ ニ ホ ー ル  
ド ５ ０ ， ５ ５ は 、 第 １ 内 部 空 間 ５ １ ， ５ ６ の 第 １ ガ ス を 、 第 １ 開 口 部 ５ ３ ， ５ ８ を 通 じ て  
積 層 体 ２ に 供 給 す る 。 ま た は 、 第 １ マ ニ ホ ー ル ド ５ ０ ， ５ ５ は 、 積 層 体 ２ か ら 排 出 さ れ た  
第 １ ガ ス を 、 第 １ 開 口 部 ５ ３ ， ５ ８ を 通 じ て 第 １ 内 部 空 間 ５ １ ， ５ ６ に 収 容 す る 。 第 １ シ  
ー ル 材 ８ １ ， ８ ２ は 、 第 １ マ ニ ホ ー ル ド ５ ０ ， ５ ５ と 積 層 体 ２ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。  
第 １ シ ー ル 材 ８ １ ， ８ ２ は 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 第 １ 開 口 部 ５ ３ ， ５ ８ の 周 囲 に 周 状 に  
配 置 さ れ て い る 。 第 ２ マ ニ ホ ー ル ド ６ ０ ， ６ ５ は 、 第 １ ガ ス と は 異 な る 第 ２ ガ ス （ 図 示 さ  
れ た 例 で は 燃 料 ガ ス ） を 収 容 す る た め の 第 ２ 内 部 空 間 ６ １ ， ６ ６ を 有 す る 。 第 ２ 内 部 空 間  
６ １ ， ６ ６ は 、 第 ２ 開 口 部 ６ ３ ， ６ ８ を 通 じ て 、 積 層 体 ２ の 第 ３ 面 ２ ｃ に 開 口 し て い る 。  
そ し て 、 第 ２ マ ニ ホ ー ル ド ６ ０ ， ６ ５ は 、 第 ２ 内 部 空 間 ６ １ ， ６ ６ の 第 ２ ガ ス を 、 第 ２ 開  
口 部 ６ ３ ， ６ ８ を 通 じ て 積 層 体 ２ に 供 給 す る 。 ま た は 、 第 ２ マ ニ ホ ー ル ド ６ ０ ， ６ ５ は 、  
積 層 体 ２ か ら 排 出 さ れ た 第 ２ ガ ス を 、 第 ２ 開 口 部 ６ ３ ， ６ ８ を 通 じ て 第 ２ 内 部 空 間 ６ １ ，  
６ ６ に 収 容 す る 。 第 ２ シ ー ル 材 ８ ３ ， ８ ４ は 、 第 ２ マ ニ ホ ー ル ド ６ ０ ， ６ ５ と 積 層 体 ２ と  
の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ シ ー ル 材 ８ ３ ， ８ ４ は 、 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 見 て 、 第 ２ 開 口 部 ６  
３ ， ６ ８ の 周 囲 に 周 状 に 配 置 さ れ て い る 。 集 電 板 ２ ０ ａ は 、 積 層 体 ２ に 対 面 す る 本 体 部 ２  
１ と 、 本 体 部 ２ １ の 縁 部 か ら 第 １ 方 向 Ｄ １ の 一 側 に 立 ち 上 が る 立 上 部 ２ ２ と 、 を 有 す る 。  
集 電 板 ２ ０ ａ の 端 縁 ２ ８ は 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 第 １ シ ー ル 材 ８ １ ， ８ ２ で 囲 ま れ た 領  
域 の 外 側 に 位 置 す る 。 ま た 、 集 電 板 ２ ０ ａ の 端 縁 ２ ８ は 、 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 見 て 、 第 ２ シ ー  
ル 材 ８ ３ ， ８ ４ で 囲 ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の よ う な 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ に よ れ ば 、 第 １ ガ ス や 第 ２ ガ ス が 集 電 板 ２ ０ ａ と 絶 縁 板  
３ ０ ａ の 間 に 進 入 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 第 １ ガ ス や 第 ２ ガ ス 並 び  
に 冷 却 水 が 互 い の 流 路 に 進 入 す る 、 と い う こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に よ る 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ は 、 第 ３ マ ニ ホ ー ル ド ７ ０ ， ７ ５ 及 び 第  
３ シ ー ル 材 ８ ５ ， ８ ６ を 備 え て い る 。 第 ３ マ ニ ホ ー ル ド ７ ０ ， ７ ５ は 、 冷 却 水 を 収 容 す る  
た め の 第 ３ 内 部 空 間 ７ １ ， ７ ６ を 有 し て い る 。 第 ３ 内 部 空 間 ７ １ ， ７ ６ は 、 第 ３ 開 口 部 ７  
３ ， ７ ８ を 通 じ て 、 積 層 体 ２ の 第 ２ 面 ２ ｂ に 開 口 し て い る 。 そ し て 、 第 ３ マ ニ ホ ー ル ド ７  
０ ， ７ ５ は 、 第 ３ 内 部 空 間 ７ １ ， ７ ６ の 冷 却 水 を 、 第 ３ 開 口 部 ７ ３ ， ７ ８ を 通 じ て 積 層 体  
２ に 供 給 す る 。 ま た は 、 第 ３ マ ニ ホ ー ル ド ７ ０ ， ７ ５ は 、 積 層 体 ２ か ら 排 出 さ れ た 冷 却 水  
を 、 第 ３ 開 口 部 ７ ３ ， ７ ８ を 通 じ て 第 ３ 内 部 空 間 ７ １ ， ７ ６ に 収 容 す る 。 第 ３ シ ー ル 材 ８  
５ ， ８ ６ は 、 第 ３ マ ニ ホ ー ル ド ７ ０ ， ７ ５ と 積 層 体 ２ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ３ シ ー  
ル 材 ８ ５ ， ８ ６ は 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 第 ３ 開 口 部 ７ ３ ， ７ ８ の 周 囲 に 周 状 に 配 置 さ れ  
て い る 。 集 電 板 ２ ０ ａ の 端 縁 ２ ８ は 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 、 第 ３ シ ー ル 材 ８ ５ ， ８ ６ で 囲  
ま れ た 領 域 の 外 側 に 位 置 す る 。   
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の よ う な 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ に よ れ ば 、 冷 却 水 が 集 電 板 ２ ０ ａ と 絶 縁 板 ３ ０ ａ の 間 に  
進 入 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 第 １ ガ ス や 第 ２ ガ ス 並 び に 冷 却 水 が 互  
い の 流 路 に 進 入 す る 、 と い う こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
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　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に よ る 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ に お い て 、 集 電 板 ２ ０ ａ の 立 上 部 ２ ２ は  
、 周 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 絶 縁 板 ３ ０ ａ は 、 集 電 板 ２ ０ ａ の 本 体 部 ２ １ と 立 上 部 ２  
２ と に よ っ て 形 成 さ れ た 凹 部 ２ ７ に 受 容 さ れ る 凸 部 ３ ２ を 有 し て い る 。 こ の 場 合 、 集 電 板  
２ ０ ａ お よ び 絶 縁 板 ３ ０ ａ を 容 易 に 作 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 変 形 例 に よ る 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ は 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 少 な く  
と も 第 １ シ ー ル 材 ８ １ ， ８ ２ で 囲 ま れ た 領 域 内 及 び 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 見 て 少 な く と も 第 ２ シ  
ー ル 材 ８ ３ ， ８ ４ で 囲 ま れ た 領 域 内 に 、 集 電 板 ２ ０ ａ の 本 体 部 ２ １ の 縁 部 と 積 層 体 ２ の 第  
１ 面 ２ ａ の 縁 部 と の 間 を 封 止 す る 第 ４ シ ー ル 材 ９ ０ ， ９ １ を さ ら に 備 え て い る 。 こ の よ う  
な 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ に よ れ ば 、 集 電 板 ２ ０ ａ と 積 層 体 ２ と の 間 に 第 １ ガ ス や 第 ２ ガ ス が  
進 入 し て 、 第 １ ガ ス や 第 ２ ガ ス 並 び に 冷 却 水 が 互 い の 流 路 に 進 入 す る 、 と い う 虞 を 抑 制 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 変 形 例 に よ る 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ は 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 見 て 少 な く  
と も 第 １ シ ー ル 材 ８ １ ， ８ ２ で 囲 ま れ た 領 域 内 及 び 第 ３ シ ー ル 材 ８ ５ ， ８ ６ で 囲 ま れ た 領  
域 内 、 並 び に 、 第 ３ 方 向 Ｄ ３ に 見 て 少 な く と も 第 ２ シ ー ル 材 ８ ３ ， ８ ４ で 囲 ま れ た 領 域 内  
に 、 集 電 板 ２ ０ ａ の 本 体 部 ２ １ の 縁 部 と 積 層 体 ２ の 第 １ 面 ２ ａ の 縁 部 と の 間 を 封 止 す る 第  
４ シ ー ル 材 ９ ０ ， ９ １ を さ ら に 備 え て い る 。 こ の よ う な 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ に よ れ ば 、 集  
電 板 ２ ０ ａ と 積 層 体 ２ と の 間 に 第 １ ガ ス や 第 ２ ガ ス 並 び に 冷 却 水 が 進 入 し て 、 第 １ ガ ス や  
第 ２ ガ ス 並 び に 冷 却 水 が 互 い の 流 路 に 進 入 す る 、 と い う 虞 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 変 形 例 に よ る 燃 料 電 池 ス タ ッ ク １ で は 、 集 電 板 ２ ０ ａ の 立 上 部 ２  
２ に 、 積 層 体 ２ で 発 電 さ れ た 電 流 を 取 り 出 す た め の 電 力 線 が 接 続 さ れ る 突 起 ９ ５ が 形 成 さ  
れ て い る 。 こ の 場 合 、 集 電 板 ２ ０ ａ に 電 力 線 を 接 続 す る こ と が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 上 述 し た 実 施 の 形 態 や そ の 変 形 は 、 発 明 の 範 囲 や 要 旨 に 含 ま れ る と と も に 、 特 許 請 求 の  
範 囲 に 記 載 さ れ た 発 明 と そ の 均 等 の 範 囲 に 含 ま れ る 。 ま た 、 当 然 の こ と な が ら 、 本 発 明 の  
要 旨 の 範 囲 内 で 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 や そ の 変 形 を 、 部 分 的 に 適 宜 組 み 合 わ せ る こ と も 可  
能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 １ ： 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 、 ２ ： 積 層 体 、 ２ ａ ： 第 １ 面 、 ２ ｂ ： 第 ２ 面 、 ２ ｃ ： 第 ３ 面 、 ２  
ｄ ： 第 ４ 面 、 ２ ｅ ： 第 ５ 面 、 ２ ｆ ： 第 ６ 面 、 １ ０ ： 単 セ ル 電 池 、 ２ ０ ａ ： 第 １ 集 電 板 、 ２  
０ ｂ ： 第 ２ 集 電 板 、 ３ ０ ａ ： 第 １ 絶 縁 板 、 ３ ０ ｂ ： 第 ２ 絶 縁 板 、 ４ ０ ａ ： 第 １ 締 付 板 、 ４  
０ ｂ ： 第 ２ 締 付 板 、 ５ ０ ： 酸 化 剤 ガ ス 入 口 マ ニ ホ ー ル ド 、 ５ ５ ： 酸 化 剤 ガ ス 出 口 マ ニ ホ ー  
ル ド 、 ６ ０ ： 燃 料 ガ ス 入 口 マ ニ ホ ー ル ド 、 ６ ５ ： 燃 料 ガ ス 出 口 マ ニ ホ ー ル ド 、 ７ ０ ： 冷 却  
水 入 口 マ ニ ホ ー ル ド 、 ７ ５ ： 冷 却 水 出 口 マ ニ ホ ー ル ド 、 ８ １ ： 酸 化 剤 ガ ス 入 口 側 シ ー ル 材  
、 ８ ２ ： 酸 化 剤 ガ ス 出 口 側 シ ー ル 材 、 ８ ３ ： 燃 料 ガ ス 入 口 側 シ ー ル 材 、 ８ ４ ： 燃 料 ガ ス 出  
口 側 シ ー ル 材 、 ８ ５ ： 冷 却 水 入 口 側 シ ー ル 材 、 ８ ６ ： 冷 却 水 出 口 側 シ ー ル 材 、 ９ ０ ： 第 １  
面 側 シ ー ル 材 、 ９ １ ： 第 ４ 面 側 シ ー ル 材 、 ９ ５ ： 突 起
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】



10

JP 2022-144192 A 2022.10.3(18)

フロントページの続き

弁理士　榎並  薫
(72)発明者　 加藤  裕磨

神奈川県川崎市幸区堀川町７２番地３４  東芝エネルギーシステムズ株式会社内
(72)発明者　 菊池  勇

神奈川県川崎市幸区堀川町７２番地３４  東芝エネルギーシステムズ株式会社内
Ｆターム（参考）　 5H126 AA26 AA27 AA28 BB06 EE13


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

